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成田空港周辺におけるインバウンド観光の地域特性

一宿泊施設の経営と外国人旅行者行動の分析を通じて一
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グローパル化が進展するとともに，国際的な人

の移動が活発化し罰際観光流動の規模が拡大し

ており. Iヨ本においてもインバウンド観光に注!ヨ

が集まるようになった. 日本政府観光局(jNTO)

によると. 2008年の訪司外国人旅行者は835万人で、

あり， ピジット・ジャパン・キャンペーン(以下，

V]C)開始前 (2002年)の523万人と比べ1.5倍以上

に急増している. また， 日本では地方都市の衰退

や囲内観光の停滞，宿泊施設の過剰供給といった

問題に対して，地域活性化の起爆剤として訪日旅

行者の誘致が積極的に行われている(千. 2001) 

そのため，今後中国人をはじめとした訪日外国人

旅行者の増加が見込まれており(千. 1999;鈴木，

2002 ;清水. 2007;劉 2007) 観光関連産業は重

要な産業の一つになると考えられる

千 (2ω1)と金 (2oo9a)は日本における観光政

策についてまとめている.それらによると， 日本

では，第二次世界大戦産後における外貨獲得の手

段として，ホテル・旅館の整備. 1琵際観光文化者1)

r=11の指定といったインバウンド観光の振興が進め

られたしかしながら 1970年開始の大阪万博に

よって訪日外国人旅行者が増加したものの(トラ

ベルマネジメント. 2∞1 ; I岐部.J民 2006). 1960 

年代末の外貨保有高の増加 海外旅行の自由化な
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どを背景として日本人のアウトバウンド観光に注

目が集まるようになったさらに，運輸省は1987

年に「海外旅行倍増計画 (TenMillion計画)J を

推し進めた.これによって，貿易収支の大将黒字

を減らすことや，国際収支のバランスを改議する

ための手段として， 日本人のアウトバウンドr@~光

が奨励された.その結果として， 日本におけるア

ウトバウンドとインバウンドの不均衡状態、が絞し 3

ている.インノtウンド観光が本格的に注目を集め

たのは. 19961'1ミの「訪1=1観光交流倍増計両J(ウェ

ルカムプラン21)の提出からである.これによって，

訪日旅行に関する PRや ウェルカムカードヤ割

引運賃による旅行費用の低廉化，観光情報の提供

による利便性の向上が図られた(進藤1999) また，

1997年には「外客誘致法J.2000年には「新訪日観

光交流情増計画J(新ウェルカムプラン21)が策定

された. さらに • 2002年には「グローパル観光戦

111剖が策定され.2003年に国土交通省が中心となっ

てV]C が}畏 IjJ~されるよつになった. これは2010{j三

に訪日外国人旅行者を年間1.000万人にすることを

目標に掲げており，官民一体となって推進されて

いる さらに.2006年に観光立国推進基本法の制定，

2008年10月l自に観光庁の設置が行われたこの

ような状況下，近年訪日外国人旅行者を受け入れ

る態勢が官民一体となって整えられてきた

しかしながら，清水-祖田 (2005)は，各観光



関連機関による訪日外国人旅行者の位置づけが一

様ではなく，彼らの受け入れ態勢に差異が生じる

ことを指摘している.清水-梅田の北海道におけ

る外国人旅行者の受け入れに関する報告では，行

政・旅行会社・パス会社が外国人旅行者の受け入

れに積極的であるのに対し，宿泊胞設においては

彼らの受け入れに出極的であることが示されてい

る. とくに，浪泉地の宿泊施設はあくまでも百本

人の集容を第一に考えており，外国人旅行者をオ

フシーズン対策や縁働率改善の「埋め合わせのよ

うな存在Jとしてみている. また，訪呂韓国人旅

行者の訪問地を分析した堀川 (2000) によると，

彼らは宿的費用の節約のため東京-箱根といった

観光都市を避けて，地方都市の宿泊施設に宿泊す

ることが指摘されている 一方，旅行会社におけ

る中開人の受け入れについて分析した清水(2007)

はこ!こl国人の観光旅行の取り扱いを i二I=IJとした旅行

会社や， rtrj~光旅行よりも商用旅行を重視する旅行

会社がみられたことを指摘しており，その要因と

して訪日観光ツアーの急激な1illi搭低下による価格

競争の厄i避，商用観光旅行の融通性の高さ，

l瓦I!I文の問題を挙げている. このように，外国人旅

行者の受け入れに際して観光関連産業のさまざま

なi段11陪がみてとれる

地問!学におけるインバウンドおに関する研究

としては，以下が挙げられる.訪日中国人旅行者

の行動特性について論じた金 (2009b) は，彼ら

の観光行動の特徴として，東京と大阪を中心とし

た大都市|警iで、の貨物および名所見物と，そこから

派生した大都市圏内の泉や火111，景JJ券地をj笥遊

する観光を挙げている これは，仁|二'I~ 人旅行者の

訪日観光旅行には厳しい制 I)J~が存在するため， 1 

IHIの旅行で援数の知名度の高い観光地を訪関する

ことによって，多様な観光体験が求められてい

る また，韓国人と台湾人訪日観光は規flf!J緩和が

なされており，中国人に比べ多様な観光行動がみ

られることを指摘した. H~ ・劉 (2006) は，東京

を訪問した i宇宙人を対象として，観光資源の認知

に関する空間分析を行い，ツアー司数の増加に

伴って訪問地が増加することや，ショッピング施

設への志向の高さを指摘した 長野県におけるイ

ンバウンド観光に着目した金 (2009a) は，旅行

者の出身国と，訪問地および、観光行動に関連牲が

あることを明らかにした.これは，台湾人旅行者

が桜開花や紅葉の季節などの自然景観と温泉に関

心を持っているのに対し，オーストラリア人と韓

国人はスノースポーツへの志向性が高く，長野オ

リンピックのアルペンスキー会場で有名になった

白馬村を訪問する傾向があることを述べた事例で

ある. また山口 (2008) は，外I~l人ツアー客の来

日経験と満足度の関係を明らかにし初来日が多

い中国人の満足度の高さと，来日経験者が多い韓

国人の満足度の低さを示した 他分野では，観光

地スケー jレで訪臼外国人旅行者の特徴を論じた小

松・!こ|コ山 (2007)が 奈呉市を来訪する外国人旅

を分析しアジア系団体旅行者と散米

系個人旅行者では，奈良訪問の契機や奈良観光の

情報源，交通手段などに差異が生じることを示し

た

このように， 日本におけるインバウンド観光に

関する研究では，主として観光客に焦点があてら

れ，訪日外国人旅行者の出身 I~によって，訪問先

や観光行動足度に差異が生じることが示され

ている. しかしながら インバウンド観光に関す

る研究において事例地域を選定し地域や機関単

位の絞り組みといった観光地側からの視点と，観

光客の旅行形態に関する視点の双方から詳細に考

察することが重要であるにも関わらず(清水-祖

国， 2005)， こうした視点でとらえた研究の蓄積

は不十分である. また，成田空港から近い成田11J

新勝寺における外国人旅行者の実態に関する大木

(2006) の報告1)があるものの， 日本の国際空港

周辺におけるインバウンド観光に焦点をあてた研

究の蓄積は不十分である. しかしながら，インバ

ウンド観光の玄関口である国際空港周辺には， さ

まざまな外缶入旅行者が訪問し飲食やショッピ

ングといった観光行動がみられ，それに合わせて

観光関連産業において多維なサービスが展開され

ていると考えられる

このように，観光産業の経営と外国人旅行者の
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行動の双方から国際空港周辺を捉えることは，そ

こでの観光関連産業の持続的な発展にとって極め

て重要である したがって，国際空港周辺におけ

るインバウンド観光に関する研ー究の蓄接が必要で、

あると考える.u、上より.本稿の目的は，成田国

際空港(以下，成田空港)周辺におけるインバウ

ンド観光の地域特性について，最も代表的な観光

関連産業である宿泊施設の経営と外国人旅行者の

行動特性に着目して明らかにすることである

分析の手)11買は以下の通りである まず，

学|をもとに，成田空港周辺地j或の性格と地位を検

る (II章) 誼章では，宿泊施設へのアンケー

ト調査および開き取り調査，統計資料をもとに，

における指泊施設の立地と特徴，宿

泊客の特徴を分析する曲また，成田空港周辺にお

回目・ーー-- ~)I， l克

ーー同岡田一欄則 市田T

---道路

-ベ)==鉄道

-式手議選
---高速 I~I !liJJij1[J;J道

立 圃 = - = - = Jll線

仲村判叫仲村 主A欽線

にZこ玄2口 市街地

ける宿泊施設における外国人の受け入れ状況につ

いて明らかにするー IV章では，観光関連機関や宿

泊施設，大地 It~討課:施設への!聞き取り調査をもとに

i欧米系網人旅行者およびフライトクルーと， 1:1=1悶

入団体旅行者の成田空港周辺における観光行動に

ついて解明する.最後に. II. m. lV京を踏まえ，

成田空港開辺におけるインバウンド観光の地域特

性について考察する (V

調査対象地域は. 千葉県-成田市，寓lH.ilJ，芝LLi

!llTからなる成田空港問辺である(第 1l:gj).成EEI

は1978年 5月20Elに開港した I~fll際空港であ

り. 2007年の航空旅客数は年間約3，539万人であ

る.また，成田空港は貿易港としての機能も有し

ており，半導体等電子育や事務FH 器，科学:

光学機器といった機械類の輸出入が多い

第 11z1 研究対象地域
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成田空港周辺には，機内食工場2) をはじめとす

る空港関連の工場および倉庫が立地している(林，

1994) .成田空港から成田インターチェンジまで

の新空港自動車道および国道293号線沿いには，

飲食，会議・宴会，婚礼施設を完備した大規模な

ホテルや，空港利用者向けの民間』駐車場3)(写真

1 )がみられる(汚野， 1999;宮崎， 2005). ま

た，成田111新勝寺から]R成田!択に続く表参道に

は，土産活や観光客向けの飲食J苫，旅館が多数立

ち並んでおり，年間1.000万人以上の観光客が訪

れる.このほか，郊外出の大型商業施設であるイ

オンモール成田も成133:S~港周辺における重要な観

光資源である 4)

E 近年における訪日外国人旅行者の動向

五一 1 訪日外国人旅行者の動向

近年，訪日外国人旅行者は経済不況に加えて，

2001年の lit界同時多発テロや2003年のSA.RSの流

行といった世界情勢の影響を受けながらも増加し

続けており，とくに， 2004年以降に増加が著しい

(第 21zl) この要I!Iとして前述のV]Cの実施が

挙げられる これにより，全国各地の告治体で訪

日外国人旅行者の誘客活動が活発化し外国人旅

1 成田空港周辺の空港利用者向け駐車場

氏間企業が運営する大規撲な駐車場では，空港利用者

の海外i;:Wi:Erl:Jに 1"1家用車を-11寺保管するサービスを提

供している

(2009年5J=J 鈴木J撮影)

行者の増加につながった 外由人旅行者の発地を

みると，アジアの増加が顕著であり， 2004年から

は年10%以上の伸び率を示している.なかでも，

韓国人および台湾人は訪司外国人旅行者全体の 4

割近くを占めており， 2007年には韓留から約260

万人(構成比31.2%)，台湾から約139万人(構成

比16.6%)が日本を訪れている.加えて，近年中

lilからの訪自旅行者が増加している. V]Cでは

アジアがf'lJjB旅行の重点市場と位置づけてられて

おり5¥今後もアジアからの訪5外国人旅行者の

増加が予想される

第 1表は2008年における外国人延べ宿llj客の都

道府県別構成を示している これによると，外国

人旅行者が三大都市産!の都府県に集中している

こうした地域は， 日光や京都，富士山，秋葉原，

東京ディズニーリゾートといった著名な観光地や

観光資源を有している.東京から箱根，富士山を

経由して京都・大阪に向かう経路は，一般的に訪

日外国人旅行のゴールデンルートと称されている

(日本政府観光局編， 2009). 加えて，首都圏では

ビジネス客も多い.
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第 2図 訪日外国人旅行者数の推移

0998-2007年)

(日本政府観光昂rE:1本の|主11鞍観光統計』により作成)
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第 l表 百本における外国人延べ宿拍客の 第2表 外国人正規入問者数の入国港別構成

都道府県別構成 (2008年) (2008年)

総数(万人) 割合(%) 入偶者数(万人) 割合(%)

東京都 734.9 33.0 成田 428.3 '16.8 

大阪府 256.5 11.5 関西 164.1 17.9 

北海道 219.8 9.9 中部 59.6 6.S 

千葉県 157.0 7.1 ~~ 11l 53.3 5.8 
愛知県 98.3 4.4 t&1間 42.6 4.7 
京都府 95.1 4.3 ffr子議 31.1 3.4 

神奈川県 64.3 2.9 
博多(海港) 27.2 3.0 

福間!系 52.7 2.4 
大阪(海港) 11.1 1.2 

兵庫県 45.6 2.0 
対日部i 10.6 1.2 

静岡県 44.9 2.0 

その他
下関(海港) 10.6 1.2 

455.7 20.5 

メi二込3呈i'l+ 2，224.8 100 
その他 76.1 8.:3 

(観光)T(2008)により作成)
総数 911.6 100 

(日本政府観光局 (2009)により作成)

このほか，北海道は，台湾や香港といったアジ

アからの旅行者に人気が高く，豊かな自然や雪を

目指して訪問する旅行者が多い また，福岡県を

1=1::¥ ，心とする九州地方は 距離的に近い韓国からの

旅行者が多く，別清などの溢泉観光地の人気が高

1I-2 千葉県および成関空港周辺における外

国人旅行者

成田空港は白内の空港の14二Iでも外宙人入国者数

で、最大のシェアを占めており，外国人旅行者に

とって日本の玄関口という重要な役割を担ってい

る(第 2表)• また， 2008年 9月現在，成田空港

から36ヵ国 2地域の96都市に乗り入れており，航

空旅客数においても世界 7位と高い地位を誇る

(J主回国際空港株式会社， 2008). 成田空港におけ

る笛際線の発着回数は1979年度 (58，9061ill)から

2007年度 (180，781回)の11号で約 3倍に増加して

いる.路線別の発着回数をみると，東南アジア路

線と太平洋路線が大きな比重を占めてきた.近年

における顕著な変化として 中国路線における旅

客便の増加が挙げられる. 2008年における!こ1=1国路

線の便数は1979年とよヒべ約四倍になっている(第

3 

し1

千葉県における外国人宿泊客数は東京都，大阪

府，北海道に次いで 4番目である(第 l表) 県

内に宿泊する外国人旅行者を出籍別にみると，ア

メリカ合衆協が313.230人と最も多く，次いで台

湾の235，330人，仁1=11豆!の222.760人となっている(観

光j=]::， 2(08). 2008年における千葉県内の市IIIT村

民外国人宿泊者は，成田市(1.257，421人)や富里

子11(151，039人)といった成田空港周辺に集1=1:1し

ている(第 41~). 成田市では1998年 (701，374人)

から2007年(1，318，107人)の10年間で，外国人宿

泊客がほぼ倍増しており 2005年には自本人宿泊

客数と外国人宿泊客数が逆転した(第 5図).地

域別ではアジアからの宿泊客が全体のおよそ半数

を占める.成日1空港を抱える成El3市では，今後も

外国人宿泊客の増加が予想される

E 成田空港鹿辺の宿泊施設の経営特性

J[-1 成田空港周辺の宿泊施設の立地と特徴

本節では成田空港周辺の宿泊施設について，旅

-ビジネスホテル・コンペンションホテル・ゲ

ストハウスの 4つに分類しそれぞれの立地と特

徴について述べる(第 6図，第 71:i:]).これらの

定義は以下の通りである まず，旅館は和式の構

ハ同
d

円ぺ

υ

雪
1
ム



(千世)

20000 

15000 

A
U
 

ハUn
U
 

A
U
 

唱
B
E
E
Pゐ

5000 

O 
1979 1989 2002 2008 

(年)

第 31文l成田空港における国際線旅客鎚路線7J Ij ~e

積回数割合

(1979・1989・2002・2008年)

(NAAリテール事業部資料および成m空港J株式会社

(2008)により fr:)!足)

造および設備を主とする施設と定義したつぎに，

ホテルは洋式の構造および設備を主とする施設と

し，そのなかでも宴会・会議場を有し

対応できるホテルをコンペンションホテル，それ

以外のホテルをビジネスホテルと定義するω ま

た，簡易宿所営業許可を受け，宿泊場所が多人数

によって共用する構造および設備であるものをゲ

ストノ¥ウスとした

1 )旅館

成田空港j琵辺にはの旅館があり (2009年 5

月現在)，その多くは新JJ券寺の参道沿いに立地し

ている目 これらのは，江戸時代に盛んになっ

た成田参詣に訪れる詩集簡の休憩・宿泊施設とし

て発展した 新勝寺から離れて立地する旅館を含

めたほぼすべての旅館が成田空港開港~j、前の 1960

年代までに開業している.こうした旅館は客室10

定員30~40人程度の家族経営による小規

模な施設である

h
ジ
ペ
十
|

020km  

200，000人

一20，OOO}、
淡 1，000人以ドのrlilllJ十j

第4-1到 千葉県における市町村別外国人延べ

宿泊者数 (2008年)

(1979・1989・2002・2008年)

(千葉県下L}JJ<:20年観光客入込調査概要jにより作成)

は主に首都圏から訪れ，特定の旅館を定

信とする傾向があるため 新勝寺周辺の旅館では

宿泊者の多くが閤定客である.成田市三里塚地区

など成田市i二!こi心部から離れて立地する旅館は，空

港関連工事の土木作業員などを主な顧客として受

れ入れている. しかしながら， 197011三代jよ}，I)年の講

集団の減少に伴い，旅館業を続けながら，新勝寺

を訪れる観光客を対象とした土産物j苫や飲食)苫な

どを経営する旅館も少なくない. また，後述のよ

うに，和室での宿泊ができるという特性を生かし

欧米系個人旅行者の受け入れを開始した旅館もあ

る

2)ビジネスホテル

成[/3空港周辺において ピジネスホテルは12

1粁である (2009年 5月現在). このうち，全国

にチェーン展開する客室数が100室以上のピジネ
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第5図 成田市における日本人および外層人

宿泊者数の推移(1998-20昨年)

(成田rl'i経j斉吉IS?!出光プロモーション諜資料により作成)

スホテルは 311司二あか市役所等の官公庁， ]R成

田駅や京成成田!択に近い市街地に立地している

ビジネスホテルの主な客層は，電車を利用する

日本人のビジネス客やり支杭の利用者である

と考えられる.一方，客室数が100室以下で地元

資本のビジネスホテルは， IJTI道51号沿線に多く

立地する 幹線道路沿いに立地することで，空

港周辺に立地する工業団地などに出張するビジ

ネス客が多い また，ビジネスホテルのシング

ル比率は88%わであることからも，ビジネス客

が多いことがわかる

ビジネスホテルの開業は1980年代から90年代に

かけてのバブル期に多い しかし 2000年w、降も
全国展開しているビジネスホテルの開業が続いて

おり，施設数が増加している

3)コンベンションホテル

コンペンションホテルは地域内に15IlFFある

(2009年 51=1現在).これらは施設規模が大きく，

世界的ホテルチェーンや航空会社系列ホテルなど

の知名度の高いホテルS)がほとんどである

2) またコンペンションホテルの開業時期は，

成田空港が開港した1978年道後に集1=11しており，

空港利用者の前れきを見込んだ開業である

コンペンションホテルとビジネスホテルとのl1)j

は，その立地と付帯施設にあるといえる

コンペンションホテルのうち 15軒仁!こ110illlカサ或EII

空港に接続する新空港日動車道沿線に立地してい

る これらのホテルは，空港への近捧性を確保ーす

るため，より空港に近い地域に立地し空港への

無料シャトルパスを運行している.

これらのコンペンションホテルでは.平均440

室前後の客室を有しており，宿泊定員1，0001':1以

上のホテルも 4 存在する.全客室数に対ーするシ

ングル比率は平均41.5%引にすぎない. また， コ

ンペンションホテルは街 !I~l 以外の利用に対jおでき

るように，宴会-会議場，飲食施設，婚礼施設や

プール・フィットネスクラブといった付刊:施設を

有している.宴会-会議場は企業l泣付きゃ宴会手IJJTJ

に活用されているが，飲食施設や婚礼施設につい

て整理・綿小を進めるホテルもみられる

開業以来，経営主体が変更されたコンペンショ

ンホテルは全体の約半数にあたる 7wrにのぼる

こうした施設は経営主体の変更とともに，施設の

改修が行われ再度開業している. また近年では，

外資系企業の新規参入が哨加している 1990年代

後半から2000年代に再度開業したコンペンション

ホテルのほとんどがこうした流れを受けたもので

ある

4) ゲストハウス

成田空港周辺には 3IIIlのゲストハウスがあり

(2009年 5月現在)， うち 2軒が成田市 iヤ心部に

近い市街地に， 1 1jl=j=が成田空港南側の芝1111l汀に

立地している ゲストハウスの開業は他の宿泊施

設に比べ新しく，いずれも2004年以降である.ゲ

ストハウスのなかで最大のものは30名を収容でき

るが，客室はすべて相部屋であり，シャワーやト

イレなどの設備は共m，
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[閉幕是年]

1977年以nil 1::: ::: :1 
ヒソネスホテル 口 1978-1991 'ド巨ヨ

コンベンシ;J/';J;テノレ ム 1992-2001 '1ミ正問
2002年 以 降 麟 繍

ゲストノ'，/7， <> 盤畿盤整謹

(jj)j創立Il時五号年不明

第61z1 成田空港)窓辺における宿泊施設の分布とその開業時期 (2009年)

提供となっている.主な客j習は散米系パックパッ

カーである.アクセスが不便な施設では，経営者

が空港や最寄:り!択までの送迎を行っている

ゲストハウスは全て偲人経営であり，経営者が

自身の海外旅行やゲストハウス利月3の経験を生か

して開業した.ゲストハウスの宣伝や指泊予約は

主にインターネットを経由して行われている.な

かには，他地域のゲストハウスと情報交換や連携

をするものもみられる

軍一 2 成田空港周辺の宿泊客の特徴

旅館の宿泊客は大半が日本人であり 10)(第8図

-a )，空港関連企業や地元企業への出張員が多

い また宿泊客数は季節変動が大きく，年始，ゴー

ルデンウィーク，夏休みに多い. これは，新11券寺

の参拝客や海外旅行者といった観光客の動向に起

(現地調査および聞き取り調査により作成)

因する. ビジネスホテルも日本人宿泊客が多く，

外国人宿泊客は l割にも満たない(第 8図-b) 

しかしながら，駅前に多く立地するビジネスホテ

ルの日本人宿泊客は， ビジネス客と渡航の前?Ij利

用者が多く，季節変動が少ない 一方，コンペン

ションホテルでは，外国人宿泊客が半数以上を占

める(第 81Z1-c)外|主l人宿泊客は欧米系宿泊客，

アジア系宿泊客，航空会社の乗組員(以下，フラ

イトクルー)に大別できる

まず，欧米系宿泊客は時差ぼけを解消するため

に， 2~3 泊宿泊する.その多くが11f!l人旅行者で

あり，主に欧米系ホテルチェーンを利用する.こ

れは欧米系ホテルチェーンがインターネットに

よる集 i二1]予約システムを有しているためである

(ロー蜘 1997).次に，アジ、ア系宿泊客は自体旅行

者が多く，渡航の前後に宿泊する とくに中国人
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③ 

注)ビジネスホテル2施設を除く 25施設(コンペン、ンョンホテ/レ:15施設， ヒ、、ジネスホテル :8施設)について示す。

第 71~1 成田空港周辺におけるホテル客室数 (2009:ij三)
(アンケート調査および成田市観光プiコモーション諜資料により作成)

の割合が高い.アジア系宿泊客の受け入れ契機と

して，仁111翠-台湾-韓国の旅行会社との直接契約

や，国内のランドオペレーターへの営業活動が挙

げられる. 1=11白人宿泊者を受け入れることは客室

単仙の低下につながるものの，大人数で宿泊する

ため，客室稼働率が上昇しホテル経営の安定につ

ながる

仁
1
1国人福泊客の一般的な訪日観光行動パターン

は5治6EL ないしは 7il3 8日であり. )支出空港

から入国し都内あるいは東京デ、イズニーリゾー

ト，富士山，名吉屋，京都，大阪等主要な観光地

を全行程パスで巡り，関西空港から帰国するパ

ターンと，その逆のパターンがみられる 11)中国

人宿泊客は全行程のうち 1ìl~j を成田空港崩辺に j帯

在する.

写真2 成田空港屈辺の

コンペンションホテル

新空港自動車道沿線に立地する なかには宴会・会議

場や飲食施設，婚礼施設，プール・フィットネスクラ

ブを有しているものもある

(2009年5月 鈴木揃影)
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住)旅館 01軒)における居住地別宿泊客数
(千人)
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第81玄I J或日:1 空港周辺における宿泊客の)~ ~Jj動向

(2008年)

(J瓦EEI-m-rm光プロモーション諜資料により作成)

コンペンションホテルの宿泊客数は l年を通し

て月あたり 20万人程度であるが，そのうちの約

5万人をフライトクルーが占めており，

に占めるフライトクルーの割合は年間を通して安

定している 一般的にフライトクルーを受け入れ

るホテルは航空会社と 2年契約を締結する.航空

会社は，提示された料金・サービス等を検討し提

携ホテルを決定する たとえば，空港に隣接する

Aホテルはアジア系航空会社 2社仁成田駅前の

Bホテjレは欧州系航空会社 3社と契約している

フライトクルーのチェックインとチェックアウ

トの11寺聞は不規則であり 12¥フライトクルーが搭

乗する使の発若時間によって客室の利用時間は異

なる.ホテルによっては，朝チェックインし，夜

チェックアウトをするという客室のデイユースも

みられる. l~f祭使のフライトクルーは 1 回のフラ

イトにつき 213 iW後の休息が義務付けられてい

る したがって，多くのフライトクルーはコンペ

ンションホテルに連泊し余暇時間を時差ぼけの

解消印や買い物に費やす

日本入信泊客の多くは渡航の前~IJ利用であり，

首都圏から来訪する.こうした宿泊客は，

用駐車場の無料，サーピスを利用し14) 自家用車で

訪れる. また天候・ストライキ等により旅客機が

欠航となることを想定して ホテルは航空会社と

提携を結んで、いる.このほか， コンペンションホ

テルは企業の新人研修，会議でも利用されている

ゲストハウスの宿泊客は，その大半が外lil人で

あり，渡航の前後泊手IJmが多い.外国人宿泊客の

多くはアメリカなどの散米系個人旅行者であり，

fHOSTEL WORLD. comJのようなインターネッ

ト上の宿泊予約サイトや，英語表記の自社ホーム

ページを見て予約をする.外国人宿泊客の多くが

学生で、あるため，繁忙期は夏休みや春休みなどの

長期休暇期間である

ill-3 宿泊施設における外匿人の受け入れ状況

1 )外国人の受け入れの展開過程

ここでは，第 91g]をもとに成田空港周辺の宿泊

施設における外国人の受け入れの展開過程につい
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D:レ刻、ラン十会議室十婚礼施設+スポーツ施設十エステ・美容施設

第 9図 成田空港周辺の宿泊施設における外国人宿泊客の特徴と施設の概要 (2009年)

(開きrf)(り調査およびアンケート調査により作成)

て述べる

欧米系の個人旅行者やフライトクルーの受け入

れは，成田空港開港時から成田空港周辺のコンペ

ンションホテルで行われていた.

一方，台湾をはじめとしたアジア系団体旅行者

の受け入れは1985年に施設29で開始された， 1司様

に， 1988年に韓国をはじめとしたアジア系屈体旅

行者の受け入れが施設33によって始まった 1980

年代後半には， i}車 I~人を 11二l心とした外国人団体旅

行者は，東京都港区の Sホテルや，施設29・33と

F
K
J
 

44 
1
i
 



いった低廉なホテルに宿泊する傾向にあった. し

かしその後，成田空港周辺の市泊施設では，ア

ジア系団体旅行者の受け入れは進展しなかった，

2000年代前半になると，本格的に多くのコンペ

ンションホテルで中国や台湾をはじめとするアジ

ア系団体旅行者の受け入れがみられるようになっ

た.その要因として，以下の 5点が考えられる

第 lに，第 5図で、みたように，中国線と東南アジ

ア線の増便と， 2000年の中国人に対する訪日団体

観光ピザの発給である(劉2002)

第 2に，成田空港への交通アクセスの改善に

よって成田空港周辺に宿泊する必要性が低下し

日本人宿泊客数が停滞したことがある.この背景

として， 1991年に成田エクスプレスが開業され，

東京都心部との近接性が向上したことが挙げられ

る

第3に，大規模ホテルの出現により客室の供給

過剰が起こり，成田空港周辺の宿泊施設で宿泊料

金が大Illliiに低下した 19955¥=-，成田空港周辺で最

大規模の施設25が開業した このコンペンション

ホテルは， 800室の客室を有し， 1，224人を収容で

きる. このホテルの出現が，成田空港周辺の宿泊

施設における宿泊料金の低下を誘引した 施設25

の開業当時，成田空港JfiJ辺のコンペンションホテ

ルにおける一般的な宿泊料金は， 1泊12，000P=J程

を選択するためである さらに，成田空港周辺の

コンペンションホテルでは アジア系団体旅行者

に対し安舗な宿泊料金を設定している.たとえ

ば， 2009年現在の施設29におけ'る宿泊料金をみる

と，インターネット上の宿泊予約サイトによる宿

泊が 1泊朝食なしで 1人あたり7，000円であるの

に対し，フライトクルーによる宿泊が 118朝食な

しで6，000河，アジアから団体旅行者が 1泊朝食

{すきで5，500P=Jである

第5に，成田空港開辺のホテルは，自ら東アジ

アや東南アジアの旅行会社や，国内のランドオペ

レーターへのプロモーション活動

ている

2)外国人の受け入れの事例

(1 )コンベンションホテル(施設29)

に行っ

施設29は， I芸道295号線沿いに立地するコンペ

ンションホテルである- I翠内ホテルチェーンによ

る夜営で， 1985年に開業した_ 1989年からアメリ

カン航空やユナイテッド航空のフライトクルーを

受け入れており， 1990年代当時はフライトクルー

による利用が非常に多く 1日当たり 250名を受

け入れていた 成田空港の発展に伴うフライトク

ルーや宿泊客の増加により 1995ii三にシングル

305室を増築した現在の客室数は708室である

j支であったが，施設25は 1?1~16 ，000へゆ，000円程度 このほか，レストラン ブライダル施設

という低廉な側格を設定した この結果，成田空 も完備している

港周辺のコンペンションホテルにおい

の値下げ競争が激化し ほとんどの宿泊施設の宿

泊料金が10，000円以下になった.

第4に. J五EI3空港周辺における宿泊施設は，先

述した{illi格競争の結果，他地域の宿泊施設よりも

安価な指泊料金設定が可能となり，低廉な宿泊料

金を求める外出入の利用が増加した.アジア系団

体旅行者は.東京都心部や東京ディズニーリゾー

トを来訪するにもかかわらず，宿泊料金の高い東

京都心部のホテルや.東京ディズニーリゾート j詰

辺の高級リゾートホテルを避ける傾向がある.こ

れは，アジアからの団体旅行商品を販売する旅行

会社が，宿泊費をi1iIJるためにより安舗な宿泊施設

外国人宿泊客は全体の60%を1:!5め，そのうち

70%はフライトクルーである.施設29では，航空

会社計61'tと契約を結んで、おり，アメリカ，タイ，

マレーシア，インドネシアのフライトクルーカf多

い.これは，フライトクルー専用のフィットネス

クラブやレストランなどの設備を備えているため

である こうした設備は航空会社との契約の際に

必要条件となる. また，フライトクルーはホテル

内の高価な飲食応をキIJ用せず，イオンモールや門

前町Aの飲食);5やパブ¥パーに出向き，貿い物や食

事を済ませる者が多い

フライトクルー以外の外国人宿泊客のうち80%

は自体旅行者でやでもマレーシア，インドネシ
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ア フィリピン，タイ.シンガポールなどの東南

アジアや台湾のツアー客の受け入れが多い 施設

29では，開業当初の1985年以降， こうした自体旅

行の受け入れを行っており，これらの国々へのプ

ロモーション活動にも積極的である しかし海

外からのツアー客の受け入れは客室単髄の低下に

つながり， また海外経済の影響を受けやすくする

というマイナス面をもっ.

(2) ビジネスホテjレ(施設20の事例)

国道51号線沿いに立地する施設20は. 1990年に

したビジネスホテルである.部屋数と収容人

員はそれぞれ20部屋. 50名である.客室の内訳は

洋室が17室，和室が3室である.また，施設20は

宴会場と飲食施設を完備しているが，

置されていない.

施設20では， 日本人宿泊客が全宿泊客の90%を

占めており，外国人宿泊客は10%程度にすぎな

い 外国宿泊客のほとんどがi中出入自体旅行者で

あり，旅行会社を通じて予約する この場合十i

間入団体旅行者は主に成田空港から帰出する前日

に施設20を利用する俳

日本人宿泊客が多い理由としては，企業との提

携を行い. B本人ビジネス客を積極的に受け入れ

ているためである.たとえば成田空港関連の企

といった地元企業や， フィリピンや

1=1=1留に進出した日本の多国籍企業との提携を結ん

でいる.このように 施設20は日本人の国定客を

穣極的に受け入れており，安定した収入が見込め

るため，外国人の受け入れにはあまり積極的では

ない

(3)旅館(施設5の事関)

成EH山新勝寺の表参道近くに立地する施設 5

は. 1738年頃に開業した老舗旅館である これま

で新勝寺に参詣する詩集団や観光客の休憩・

施設として発展してきた.収容人員はおよそ120

名，バリアフリーに対応した 1部屋を含む27の客

室を備えており，年間約 l万人が宿泊している

成田空港周辺に立地する旅館で、は比較的大規模で、

あか大浴場や宴会場.売j瓦コインランド 1)ー

などの設備も充実している.宴会場は200名まで

の団体まで対応が可能で、あることから，成田市IXJ

を中心に法事や祝い事，宴会に利用されている

施設5はこれまで新勝寺の詩集自の定宿として

機能してきたが，昭和40年代をピークにその利用

は減少している.このような状況下，施設5

業の多角化を|翠っている.たとえば，外回

答:の受け入れや， 日帰り客rI:ljけの飲食!苫の

けのデイサービス司王業を行っている

施設5は.rジャパニーズ・イン・グループ

に加盟した1998年頃から外国人宿泊客の受け入れ

を始めた.小規模な旅館では海外へ向けたプロ

モーション活動を単独で行うことが難しいため冨

fウェルカム・インJ16) に力[l1，V.'i.しー他の宿支

と連携することで外国人旅行者への情報提供を

行っている. また，施設5は口ンリープラネット

に掲載されている.外国人宿泊客数は全体の]割

程度であるが， リピーターやツアーによる利用も

徐々に増加している.外国人宿j忠告:の主な発地は，

ヨーロッパ，オセアニア，アメリカ合衆国である

(4) ゲストハウス(施設35の事例)

干liに立地する施設35は. 2004年に外国人旅

行者向けの宿泊施設としてテナントピルの 3階に

した.京成成田!択に近接しているため， 自動

車による送迎は行っていない.宿泊料金は 1YI~I 

まり 2.980円である.客室は 4人部屋が2

6人部屋が2室で¥いずれもこ段ベッドが備えつ

けられている，年間定員稼働率は50%程度で、ある

また，東京や京都といった他地域のゲストハウス

のパンフレットも備えつけてある

施設35の経営者は海外経験が豊富である 大学

中に独学と海:外旅行で英語の語学力を高め，

商社入社後に東アジアやヨーロッパ，中東をはじ

め20ヵ回以上の海外出張を経験した.その後，

学力を生かして欧米系の個人旅行者の集客を見込

んで，ゲストハウスを自己資金で開業した 現在，

30歳代の経営者が 1人で経営を千?っているが，繁

忙期には短期のアルバイト従業員を雇っている
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また，施設35の経営者は昼間の空き時間を利用し

て英会話教室も経営している 2008年現在，約60

人の生徒が在籍しており なかでも地元住民や航

空会社の従業員が多い“なお，英会話教室による

収入は全体の約 3 割を I~める

施設35の宿泊客は外出入がおよそ85%を占め

るb なかでもオーストラリアや欧米系個人旅行者

が多い.外国人宿泊客のほとんどが観光を自的と

した来日であり，空港利用の前後に利用する.主

な宣伝媒体として， 日本語および英語表記の自社

ホームページ. iHOSTEL WORLD.comJなどの

インターネット上の宿11~予約サイト，財団法人国

際観光サービスセンターのウェルカム・イン予約

七ンター(成田空港など)が挙げられる.なかで

も，自社ホームページは最も重要な宣伝媒体であ

り，全宿泊客の約半数がjC:J社ホームページによる

予約である

欧米系の外悶人は湯船に浸かる習慣がないた

め，大浴場を筒かず，シャワールームを 2室設置

している. また，インターネット設備も充実して

おり. 1p.Qq.の 1!1.H~í! L A Nや 11豆1100円で使用でき

るイiiliえf;Jけパソコン されている

3)外国人の受け入れの差異

コンペンションホテルは フライトクルーやア

ジア系 I~II体旅行者の受け入れに積極的で、ある .WJ

述のように，コンペンションホテルが自ら海外の

旅行会社や国内のランドオペレーターへのプロ

モーション活動を行っている また，フライトク

ルーやアジア系団体旅行者は， 1 あたりの人数

が多く，客室稼働率の向上において重要な役割を

果たした.加えて，コンペンションホテルが有す

る飲食施設やフィットネスクラブなどの付帯施設

や，無料シャトルパス，客室数の多さが，彼らの

受け入れの際に有利で、あった(第91詔)

~jJ ， 桜の季節 (4 月)や夏休み(7・8月)

などの繁忙期に 1=1=11豆i人宿泊客が多いものの(第8

1~1- b). ピジネスホテルは外国人の受け入れに

積極的ではない.その耳目白として，付帯施設が充

実していないため(第 9Izl)，フライトクルーや

アジア系団体旅行者の受け入れに不利であったこ

とや，空港周辺の工業団地や工事関係者，地元企

業との提携により， 日本人ビジネス客の集客が見

込めることが挙げられる

近年，零細な宿治施設も欧米系偶人旅行者ーから

注目が集まっている 施設29といった旅館では，

英語表記のガイドブックへの掲載を契機として

ふすまといった日本の生活を体験したい欧米

系個人旅行者を受け入れる動きもみられるまた

施設25のようなゲストハウスでは，インターネッ

ト上の宿泊予約サイトや自社ホームページを生か

し開業当時から学生のパックパッカーをはじめ

とした低予算志向の欧米系外国人旅行者を受け入

れている.こうした旅行者は他の宿泊客や経営者

との交流を求めて宿泊する

このように，成臼空港周辺の宿泊施設は，その

特徴によっていかなる客層を受け入れるかを決定

しており，こうした客層の差異によって地域内で

の競合を回避している

U 成田空港周辺における外留人宿泊客の行動特性

本章では，ホテルや大型商業施設，成田山新)j券

寺の表参道の商庖街への開き取り調査と

をもとに，成田空港開辺における欧米系個人旅行

者およびフライトクルーと，アジア系団体旅行者

の行動特性を明らかにする.なお，アジア系団体

旅行者については，近年増加が著しい中居入団体

旅行者について論じる

N-1 欧米系組人旅行者およびフライトク

ルーの行動特性

欧米系個人旅行者とフライトクルーは主として

ホテルが逆行する無料シャトルパス(以下，シャ

トルパス)で成田空港周辺を移動する i孜米系個

人旅行者は，夕方に成田空港に到着した場合，コ

ンペンションホテルで一泊する.翌朝，シャトル

パスで、表参道の飲食}~~や土産物 );5 に立寄る.なか

には， シャトルパスでイオンモールへ訪問する者

もいる.その後，成田駅より鉄道で都内の観光地

を訪問する(第101Zl).向機に，旅館に宿泊する

oo 
A
斗ょ

1
i
 



欧米系個人旅行者は徒歩で，ゲストハウスに宿泊

する欧米系個人旅行者はその従業員が所有する I~

理(写真 4)は， I孜米人から人気を集めている

とくにイrl!1l百では伝統的建造物の保全事業が行われ

家用車もしくは{走歩で¥ 1-.記の訪問地に立寄る傾 (大木， 20(6)，現在でも老舗jjE舗が残されている

向がある

フライトクルーは次のフライトまでの時

間を成田空港屈辺で過ごす.その捺に利用される

交通手段は，シャトルパスである.フライトクルー

の代表的な観光行動をみると(第11図)，成田空

港に到着した後，コンペンションホテルで仮HKを

とり.そこでフィットネスクラブを利用したり，

ジョギングをしたりする.つぎに，成田11l新JJ券寺

の表参道沿いにある.!WII染みのバーやレストランへ

行~， 1也のフライトクルーとの交流を図る.その

後，コンペンションホテルへ戻り，睡眠をとる

にはイオンモールのドラックストアや100円

ショップで買い物をする.このように，次のフラ

イトまでの時間を成田空港周辺で過ごした後，成

田空港よ!~出国する

先述のように，欧米系他人旅行者やフライトク

ルーの訪問地として，成田山新勝寺とその表参道

また.表参道にはフライトクルー向け飲食!苫や

エスニックレストラン バーやパブといったナイ

トスポットもあ I~ ， :Lに欧米系11詩人旅行者やフラ

イトクルーによって手Ij月Iされる(第12悶).なか

には.フライトクルー限定のコース料理を提供す

るエスニックレストランもみられた(写真 5)

J1< 成IJI釈に近い上lIITと花崎町では.モータ 1)ゼー

ションの進展と大型商業施設の出現などによって

空き応舗がj曽力IJしたことや，セットパック

進められたこと(大木， 2006)により.テナント

の入れ替えが見られ，外同人の集客を見込んで新

規に開業するj苫告iIiもみられた.たとえば， フライ

トクルーの集客を見込んで1999年に開業した花11!t，f

IIlTのパブでは，利用客の約半数を r~~î める外国人の

うち T 欧米系が70%を1"めている(写真 6)

また，フライトクルーのなかには，郊外の大211

商業施設であるイオンモールを訪問する者もみら

が挙げられる 表参道の商j苫では，郷土玩具や木 れるJ7)(第12図， 7) .フライトクルーの日

製のおm雑貨といった土産物(写真 3)や日本料

IlQl 

j径

夜

¥9J 

4宅

，¥ダホテルilli行のシャトノレバス

~メプ徒歩 E ー鉄道 ノ¥，";ホテルillH干の、ンャトノレパス
仁二コ ¥I.寄り地 ， I 攻防餓周辺 仁二コ立寄りj也 了二三一戊 11I'~9.泌閥辺

第10国 成田空港周辺における欧米系個人 第111忍 成田空港周辺におけるフライトクルー

旅行者の観光行動の事例 (2009年) の観光行動の事例 (2009年)

(現地調査により作)JX:) (現地調査により{竹或)
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物行動の特徴として，シャンプー・ 1)ンス，化粧 13図， 8 ).この運行本数をみると，施設29

品，健康食品，子供用紙オムツといった日用品の

箱寅いやまとめ買いが挙げられる.なお，このよ

うな大盤購入に対して， イオンモールでは. 2009 

年より，機内持ち込み可能な大きさのダンボール

を無料で配布している

歌米系倒人旅行者やフライトクルーが新勝寺の

表参道およびイオンモールへ訪問する要国とし

て.M述のシャトルパス 18)の存在が挙げられる(第

3 成!王1111新)J券寺表参道の土産物j百
欧米系個人旅行者に女子まれる郷土土産や?す製の日用雑

貨を販売している J;t;の奥には外国人が買し叶却をして

いる姿カ可能訟できる

(2009年 5月 千百i王11i長ijラ)

4 成日:1111新IJ券寺表参道のうなぎ料理屈

出向Iiの正rmllではうなぎのすIj焼の制型!が:f?~つれている

表参道の尚mでは，このような観光客へ向けた景観的

な工夫もなされており. I孜米系を 1=1:1心とした観光客を

惹きつけている

(2009ilミ5FJ 鈴木崎影)

では，ホテル~空港開が 1 時間に 1~3 本のペー

スで 1日28本，ホテル~京成成田駅間が 1時間に

l本のペースで l日18本， うち 6本がイオンモー

ル経由である.

シャトルパスの運行は，成田空港間辺で最も早

く開業した施設30が1974年から開始した施設30

の毅会社は，本来タクシ一事業も運営していたた

め，シャトルパスによる送迎の重要性を認識して

いた.その後，他のコンペンションホテルでも

シャトルパスが導入された また， 1980年代後半，

イオンモールの前身であるジャスコが成田へ進出

したことで，シャトルパスの逆行状況に変化が生

じた.当時，ジャスコは成問市役所の向かいに立

地しており，市の要望を受けたホテルが，ホテル

~成EsJ択間のルートにジャスコでの停留所を加え

た.その後，ジャスコが移転した後も向ルートの

運行が続けられ，各コンペンションホテルにおい

て，空港~ホテル問のルートとともに，主要な jレー

トとなっている.なおイオンモールは，ホテルと

しつつ，シャトルパスの!待問調整を行ってい

る.シャトル)¥スは無料であるため，コンペンショ

ンホテルを利用するフライトクルーや欽米系侶人

旅行者にとっての主要な移動手段となった.これ

によりホテルに滞在するフライトクルーや欧米系

個人旅行者が，表参道やイオンモールへl出向くよ

うになった.その結果，表参道におけるテナント

の新規参入や業種転換，イオンモールにおけるフ

ライトクルー向けサーピスの導入などがみられ

た

また，成田市内で入手できる観光情報もi孜米系

個人旅行者やフライトクルーが訪|背先を決定する

上で重要な役割を果たしている.たとえば，成田

市観光協会および飲食j苫のホームページ，全日空

(ANA)のスタッフが作成・配布している飲食応

マップ fNARITANAVIJ (日本語・英語・仁|コ国

コンペンションホテルに設誼されたイ

オンモールのショッピングガイド(英語版と中国

語版)がある. とくに，インターネット設備を

るコンペンションホテルが増加したことによ
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主な施設

O 空港ターミナル

飲食Jli
日日本料;埋j吉

襲覇 焼肉・しゃぶしゃぶ時

@ パブ・パー
構 エスニック料理j吉
O その他飲食j;Jj

小売j苫

大型高業施設

j二産物j~!5

富里市

第121ZJ

り，それを利用して成田市観光協会ホームページ

を関覧する外国人旅行者やフライトクルーがみら

れるようになった.また コンペンションホテ

ルのなかには，英語で}d]辺の観光情報を紹介す

るサービスを行っているものもある.このほか，

rLonely Planet JAPANj (10版， 2007~三千IJ) には，

うなぎ料理倍やパーなども掲載されている

1V-2 中国入団体旅行者の行動特性

中国入団体旅行者は，成田空港から入国した後，

旅行会社が手配した貸切パスで成田空港周辺や，

東京や大販といった大都市毘辺を訪問する 1=/:1 I主i

入団体旅行者の成田空港j奇辺における代表的な観

光行動をみると，関西や都内を訪問した中国入団

体旅行者は，コンペンションホテルで 1泊し，翌

朝に貸切パスでイオンモールを訪問し，買い物や

1
1よ

F
h
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5 インド料理u主におけるフライトクルー

のコース料理!

友参道j荷j立にli，フライトクルー限定メニューの看

板を掲ボする出荷Ilもある

(2009年5FJ 稿11131員影)

6 )或mI-LJ新勝寺表参道のフライトクルー

rI=lJけのパー

利用者の約半数が外国人という表参道のパー.夜間jに

なると。成1I1空港周辺のコンペンションホテルに宿泊

するフライトクルーの交流のj坊となる

(2009:t1ミ5Y=J 鈴木3îí~影)

食事を済ます.または，郊外の焼肉!苫ゃしゃぶしゃ

7 イオンモール成田

欧米系1181人旅行者やフライトクルー， 11' 国入団体旅行者ー

など多くの外rii1人が利用する大型ショッピングモー jレ

(2009年 5 月鈴木~î員 t~f5)

注){吏数に関してはホテル発のものを参照とした

第13図 成田空港問辺におけるホテルの無料シャ

トルパス遂行状況 (2009年)

(各ホテルホームページにより作成)

富で、飲食j苫なども揃う大型政業施設は，ツアーの

訪問先として定番となっている. I~::J出入団体旅行

者の旅行行程に大型商業施設が組み込まれてお

り，渡航の当日もしくは前日の空き時間に貸切パ

る その後，成田空港より帰国する(第 スで立寄る

141玄1)，このような行動は 他のアジア系団体旅

行者でもみられる

中国入団体旅行者にとって， ショッピングは訪

日観光の大きな目的のひとつである数も:豊

成田空港周辺には 国道408号線沿いのイオン

モールと，京成本線・公iIl主の杜駅前のユアエルム

成田j吉山がある.ここでは，外毘人の寅物客が

全来J;'g客数の約15%20)を占めるイオンモールに
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8 ホテル運行の?H~料シャトルパス
コンペンションホテルから無料シャトルパスに来り込

み成I:H空港へ向かうフライトクルーたち 絞らにとっ

て，ホテル運行の無料シャトルパスは重要な移動手段

である

(2009:(1主5!':J 鈴木挽影)

おける中国人旅行者の行動特性とその対応につい

て述べる

中国人旅行者は，来日の捺に多額の保証金が

必要であるため，全体的に寄裕層が多い(金

20093). 1.彼皮らは， スポ一ツj月用干召3品 (アシツクス.ミ

ズノなど)や， Jl腕l随宛如i時?寺寺計(セイコ一.シチズンなど)ト， 

化1地柑粧:祖在t，!弘!

占玩品?百1ペやコブブ守ラン lドご品を)貯習前I入する{項i肉司カがtある また， i健住

康康白食 '~~I (フアンケル.D五Cなど)や雑貨 OOOP=J

ショップ，無I=Pl主ifhなど)といった日用品を!日立入

する者も多い このような傾向はJNTOの調査で

も指摘されている(留経観光振興機構2008).こ

のほか，ハローキティなどの日本のキャラクター

グッズも人気がある

外国人質物客の急増を受けて，イオンモールで

は彼らへの対応がみられる. J主体的には. VISA 

などのi云!際ブランドのクレジットカードで現金

を引き出せるA'I'Mを設関した また. 2008年か

らは米ドルから 11本p-jへの何替機21) を設関した

り(写真 9). rj=III~1のクレジットカードである銀

朕カードの11Y.りぬいを開始したりしている

10) .加えて. 2002年には英語. 20051:1二には l=j:l1主i

詩のフロアガイドが作成され. J，tf内にも

記がみられる. 1 IIj寺のレストラン私立と 21Iftyのフー

ドコートでは全ての J~l:f舗において英語表記のメ

ニューや注意書きが掲示され門自にはi時計)百

における中国語表記の説明文の掲示(写真11)や，

化粧品j百における中国語のパンフレットの設置な

どがみられた，

I=j=I mII入団体旅行者が大別商業施設を利用する安

田として. 1主体客の受け入れに必要な設備を有し

ていることが指i-j誌で、きる.たとえば，大むの

パスに対応した駐車場やjよし汁、イレ，集合スベー

長

孜ー

刑
判

昼

/へ$1.旅行会社が手配した貸切ノくス

亡コ立寄りj也 :二-，投打開港周辺

第141~J 成田空港周辺における仁1:1国入団体旅行

者の観光行部Jの事例 (2009ij三)

(現地調資により作成)
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ス，館内放送が挙げられる また，大型臨業施設

は，多種多様な専門商やレストラン街，フードコー

ト(写真12) を有しており 限られた時間で旅行

者のあらゆるニースに対応することができる

このほか，中国人旅行者のなかには，

用のしゃぶしゃぶ料理j苫(写真13)と，圏内チェー

ンの焼肉料理応に立寄る者もいる.これらの施設

9 イオンモール成田の両替機

外同人旅行者の急増を受け， 2008年に導入された米ド

ルから日本I:r:jへの両替機目業者からのリースで設置し

ている. t敢彩当日は， 1ドル =87円でlTS[引されていた.

(2009年5月 福田ji員長.;)

写真10 銀Jl栄カードの看板

外IJ~I 人旅行者の急増を受け， 2008年から中国のクレジッ

トカードである銀!日:カードが導入された. この看板は

ドラッグストアにおける鋭JJ栄カードの11)(り扱いを示し

ている

(200911三5月 福田11設影)

はそれぞれ国道295号操沿いの成日ゴインターチェ

ンジfす近，田道409号線沿いの富里インターチェ

ンジ付近に立地する P 中国人宿泊客が郊外のしゃ

ぶしゃぶ・焼肉料理rr5を利用する要因として F こ

れらに団体客を受け入れる広さがあることや，大

型の貸切パスを駐車できること，インターチェン

ジに近く，東京方面もしくは成田空港方面に向か

写真11 時計j吉における中国語の説明文

イオンモール内の専門1;5では 外国人質い物客への各

種対応を実施している i時計j苫においては中国語表記

の説明文が見られた.

(2009年5月縞IIlii'往影)

写真12 イオンモール成田のフードコート

イオンモールの 2階に設置されたフードコートは，多

くの買い物客で、賑わいをみせていた そこでは 1階で

購入した惣菜とフードコート内のメニューを食べ合わ

せる外国人もみられた. また， 1荒々な言語が飛び交う

など j改日:1空港周辺施設ならではの光景を垣間みるこ

とカTできる

(2009年5月福EEI撮影)
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写真13 郊外の司体客専用しゃぶしゃぶjiE
|翠道295号線沿いのしゃぶしゃぶ!苫.手首iJには i二ドl茸入団

体旅行者が利用するマイクロパスが駐車している

(2009i:f三5月 鈴木主抗号)

う途iゃに立寄れること，調理二時間が短く，団体客

の食事に適していること， 1+1 はWIJ

身などの生魚、を避ける反面，加熱調理がなされた

肉料理を好む{頃向があること(I~ßl際日長興機構噌

2008)が指摘できる

V 結論

本構では，成田空港周辺におけるインバウンド

観光の地域特性について 宿泊施設の経営と外国

人宿泊客の行動特性を分析することによって明ら

かにしてきた.

成田空港周辺のホテルでは 成田空港の開港時

から欧米系の旅行者やフライトクルーを受け入れ

ていたが，アジア系団体旅行者が2000年代以降に

した.その要因として 成白空港において I=j=l

E線と東南アジア線が増便されたことや， 2000年

に中巨人に対する訪日団体観光ピザの発給を開始

したこと，成田エクスプレス開通によって日本人

宿泊客数が停滞したこと，大規模ホテルの出現に

よって客室の供給過剰が起こり，成田空港周辺の

宿泊施設における宿泊料金が低廉化したこと，成

田空港周辺のホテルが， I~I ら東アジアや東南アジ

アの旅行会社や，国内のランドオペレーターへの

プロモーション活動を積極的に行っていることが

られる

コンペンションホテルはフライトクルーやアジ

ア系団体旅行者の受け入れ るコン

ペンションホテルが有する飲食施設やフィットネ

スクラフーなどの付帝施設や，無料シャトルパス，

客室数の多さが，彼らの受け入れの際に有利に働

いた フライトクルーやアジア系団体旅行者は l

組あたりの人数が多く，客室稼働率を安定させる

上で重要な役割を果たした

ビジネスホテルは外間人の受け入れ'予

想的ではない その理由として，ビジネスホテル

の付帯施設が充実していないため，フライトク

ルーやアジア系団体旅行者の受け入れに不利で

あったことや，成 FFI 空港開辺の[業開地や]~事'， 1関

係者，地元企業との提携により， 日本人ピジネス

客の集客が見込めることが挙げられる

また，近年一部の旅館でも欧米系個人旅行者の

受け入れがみられる.彼らが利用するとして，

ガイドブックに掲載されたことや， 3て?

やふすまといった日本の生活を体!殺できることが

挙げられる ゲストハウスは2000年代以降に出現

し，インターネット J:.の宿泊予約サイトや I:~I tl~ 

ホームページを生かし l開7討羽;丹?業f当当 11時i時守寺:カか、ら学生のパツ

クパツカ一といつた{低民予1勃算百詩芹j(;志t志剖:刊叫l戸f

を受受'け入れている. こうした旅行者は他の街

との交流を ;:Jとめて宿 {I~I する.旅館や

ゲストハウスは，主にフライトクルーやアジア系

自体旅行者を受け入れているコンペンションホテ

ルと差別化するために，欧米系個人旅行者に着目

したといえる

他方，成田空港問辺における外国人の行動特性

は，旅行形態や交通手段，晴好と大きく関係して

いる.まず，成田空港周辺の宿泊施設を利用する

欧米系外国人旅行者やフライトクルーは， IJxlil LLi 

新Jl券寺やその周辺地域を訪問する 成田空港開港

以来， I玖米系イI~I 人旅行者にとってホテルが逆行す

る料シャトルパスが，成田空港周辺の観光にお

いて重要な役割を果たしている

つぎに， 2000i:1三代前半から増加した中国入団体

旅行者の行動をみると，成田空港周辺のホテルに
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し渡航までの空 き 時 間 に 旅 行 会 社 が 手 配 し

た貸切パスで郊外の大担賄業施設および、飲食応を

る その際，東京都rx.部や東京ディズニー

リゾートを訪れるにもかかわらず，アジア系悶体

旅行者は成田空港開辺のコンペンションホテルに

宿泊する傾向]がある。その理由として，客室数が

多いため，アジア系団体旅行者を受け入れること

ができたことや，彼らに対して安官liな宿泊料金を

していることが挙げられる

以上のように，成EElsS:港開辺における宿泊施設

が.外国人旅行者やフライトクルーをそこに滞在

させ， J瓦 Hirl1-f持地や郊外の大空~!商業施設，飲食出

への流動を促す役割を果たしていることがi珂らか

になった

2010年には成田新高速鉄道の開通が予定されて

おり，これによって日暮里(東京都荒川区) ~-成

田空港開が最速36分で、結ばれる.このような状況

下，成田空港周辺の宿泊施設では，渡航の前後に

利用する日本人宿泊客がさらに減少することが予

想される 今後，外国人宿泊客の受け入れ態勢を

整えることは，成田空港開辺の宿泊施設が存続す

る上で、ますます重要になるであろう

現地調査に探しては，成111r1'i観光フ。ロモーション却の斎藤侍之・長谷陣IJ史・堀越子lE.宮田智之各氏，

経済部尚一[訟の!能I"*f 潔氏成m市観光協会のネ111宮敏行氏， 1i文EEIWtI際空港株式会社の大平 篤・黛 政友

福井)ImJ-各氏，イオンモールの椀沢 俊・福家敏記各氏， !V<:EEI旅館組合の林 |を浩組合長，宿泊施設の方々，

保税Wi.ff足場，機内食工場および‘成廿l空港民間駐車場事業協同組合の方々には多大なご協力をいただきま

した.データ収集の|緊には 愛媛大学法文学部の井仁i 梓先生，筑波大学大学院生命環境科学研究科の

淡glJ-寧彦氏，今|ぱの捌資に参加された門前町班の皆械にご協力L、ただきました

また?本稿の骨子は2009年度人文地理学会大会(於・名古屋大学)にて発表した

[注]

1)成 IUIII 新JJ存=子夫参道の飲食T，ì~では航空関連従事者が 旅館や土産 Jlfでは矧光 I~I 的の外国人旅行者が

多いことを述べた事例である

2) )北川空港周辺には， 711f[:&')機1)、j食工場があり，うち 5平fは空港外に立地している その弘:-1*1としては，

:ノ日港|人jにおける高額なj世代および上下水道・光熱qiJfと，保冷技術の向上が挙げられる(機内食工場

す社への/j，ilJき取り調査による)

3 )空港利用者向けの氏1M]駐車場会社は嘗国道293号沿いに事務所と小規模な駐車場を構えており，そこ

から離れた地代のまぐい場所に保管"FJの駐車場を有している.なかには 駐車場から空港ターミナル

までの無料送迎や洗車，ペットホテルなどのサービスを提供しているものもある(成田空港民間駐

車場事業協同組合への/~持き取り調査による) なお，駐車料金は l泊2EI で、500~2，500P=Jí3!_度， 1週

間で3，400~12，OOOF仁H1t¥J支で、ある(宮崎， 2005) 

4) イオンモール成日:1は， 2008年 3Jj に成田市観光協会に力1l 11P，~.した(成田市観光協会への聞き ll~ り調査

による)

5) VJC の抵}.':(ïljJ~j には 12 ヵ国・地j或が指定されており，その内訳はアジアが6 ヵ|韮・地域 0:母国，台湾，

II=I/'It/，番港，タイ，シンガポール)，北アメリカが2ヵ国(アメリカ合衆国，カナダ)，ヨーロッパが3ヵ

/lq (イギリス.フランス， ドイツ)，オセアニアが lヵ出1(オーストラリア)である

6 )本論文における lÎ~i;I~1 施設の般日Ijは，成|王IrllriJ~)とプロモーション諜の定義によるものである

7) ビジネスホテル全12i/lT'I'5施設の平均値である

8)コンペンションホテルは以下の15施設である

インターナショナルガーデンホテル成田， ANAクラウンプラザホテル成田 東横イン成田空港， )JX: 

111エアポートレストハウス，成|子!エクセルホテル東急，成田菊ノ1<.;J，テル，成I:FIピューホテル，成田ポー

トホテル。 成IIIUーシティホテル， ヒjルレトン)成i)t1上こj王孔E

口ウドイン夕一ナシヨナル 7ホlドτ テ jルレ)~主比幻i出琵' メルキュールホテル成E1:I，ラデイソンホテルh見出

ρ
りに
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9 )コンペンションホテル全日施設の千均値である

10)旅行ガイドブック lLonelvPlanet J APANj (lOl:Ji， 2007年llj) に掲載された旅j指2!I汗では，例外的

に外向人が宿泊者:全体の 3割程度ーを 11iめているー外i詩人宿泊客は‘北アメリカおよびヨーロッパか

ら偶人旅行者が多い‘

11)金 (2009b)， 1' 11=1\話人だけ観光h~(J (朝日新聞タ}IJ. 20091j三6)，i 5 11付).および悶き取り調査によ

る.このほかの中i詩人旅行者の行動ノ〈ターンとして.北海道jレート，九?+Iルートなどがみられる(金，

2009b) 

12) フライトクルーの行動時間は他の指泊客と異なるため.ホテルではフライトクルーと他の指il;1容の

存主を離すことが多い.

13) フライトクルー専mの談話室やフィットネスクラブ、そ併設するホテルもみられた

14)多くのホテルが2週間前後の駐車無料サーピスを実施している

15) 中小規模の旅館による訪汀外|詩人旅行者二の受け入れを悶る杓 :II~送客組織として 198411::' に発足した

加盟旅館による共i司プロモーション活動が行われている

16) (J1オ)国際観光サービスセンターがI:IJ小規模の旅館やホテルなど外国人旅行者の受け入れに梢撫1'J'0な

施設を対象に提供している予約支援サーピスであり， 1991年に開始された.外i玄i人旅行告にi向けた

無料の情報J走1jl:も行っている

17)東南アジア系のフライトクルーは夜のフライトが多いため午後に来J;¥{するのに対し，品のフライト

である欧米系のフライトクルーは午前に来l討する傾向があるという(イオンモールへの I~討さ 11'( り i制

査による)

18) J& 1J1，1i 1斗にはレトロノ〈ス(成IJlm-rmJt巡IFIノtス)のillih'もあるが，外|司人による平IJJ'lJは少ない(成

FHrn-観光プロモーション諜へのIJりき取り前査による).その安!大!として，コンペンションホテルにバ

ス停を設けていないことや. Jti立述貨が2001lJであることなどが考えられる

19)ユアエルム成IIIJ;L{は， イトーヨーカド一成Ir!J;t;をはじめ， 1001]Jショップ， ドラッグストアなどの約

75 J;if?ii!lからなる

20) イオンモールが実施した貨物客へのアンケート (2008{f7 )cJ )による

21)段高20~30 ドルまで、の問符に ililjm~ されている
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アンケート調査協力施設各位 20091:j.三 5)ヲ 25Iヨ

筑波大学大学院生命環境科学研究科

人文地理学噺究室成田地域調査観光グノレープ

教授 111下清海

大学院生鈴木富之 中村文宣

池田真利子福田綾

アンケート諮査の実施について{お願い)

この度、人文地理学野外実験にて実施する f成田空港周辺地域における宿泊施設を対象としたア

ンケート調査Jにご理解し 1ただき、感謝申し上げます。つきましては、目的及び内容についてご確

認いただき、皆様の御協力を賜りたいと考えております。

ご多忙の中、誠Jこ恐縮ですが、何卒よろしくお願い申し上げます。

記

[調査自的]

成田市を事例に空港周辺に立地する観光産業の展開について、その特性を明らかにする。

[調査方法]

調査用紙(記入式)を用いたアンケート調査(同封している別冊子)

*記入例(このプリントの次ページから)を参考にご記入下さい。

[調査日

アンケートの回収 :5月29日{金}

*観光グループのメンバーが直接お伺いし、@]!&させていただきます。

[調査結果の公表]

人文地理学分野発行 (2010{l三3月発刊予定)の「地域研究年報」にて研究結果を公表致します。

調査で、得られた情報につきましては、論文作成以外の用途に使用されることはありません。なお、

個人 .1主体が特定される形での記述及びデータの使月3は一切ごぎいません。

[連絡先]

不明な点がございましたら、お手数ですが下記連絡先まで御連絡下さい。

千305-8572 茨城県つくば市天王台 1-1-1総合研究棟A

生命環境科学研究科地球環境科学専攻人文地理学研究室

グルーフ。代表:鈴木富之 000-0000-0000 
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成自空港崩辺地域における福泊施設を対象とした

*アンケートは次ページから始まります

*別紙の記入例を参考にご記入下さい

University ofTsuおお

生命環境科学研究科地球環境科学専攻人文地理学研究室

成田地域調査観光グループ
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*震施設の名称をご記入下さい。 施設名称

間1.経営に関する項目をお開きします。

1)開業した年(または業務継承した年)をお答え下さい。

2)現在の経堂主体について、お答え下さい。

資本・(企業名) [ 

〕年

本来業務:(企業名) [ 

3)これまでに経営主体が替わったことがありますか。

(盟内資本 ・ 海 外 資 本 ) (いずれかに0)

(ある 個 ない) (いずれかに0)

「あるj とお答えいただいた場合は、その変遷をご記入下さい。

施設名称:[ 経堂期間:[ 

施設名称:[ 

施設名称:[ 

経営期関

経営期間

]年~[

]年~[

]年~[

]年

]年

]年

4)土地及び建物の所有について、お答え下さい。

土地:( 自社所有 ・ 賃借)黛主の所在地:[ 

建物:( 自社所有 ・ 賃借)黛主の所在地:[ 

]市・区 M 宙7‘村

]市・区凪罰7・村

5)施設の運営形態について、あてはまるものをお選び下さい。

(直営 ・ フランチヤイズ ・ 運営受託) (いずれかに0)

6)収入比率について、お答え下さい。

宿泊利用田その他の利用:テナント収入ニ[
r
E
Bし

•• 「
B
B
B
M

] : [ 

間2 施設に関する項目をお開きします。

1)これまでに施設の改穆を行ったことはありますか。( ある ・ ない ) (いずれかに0)

「あるJとお答えいただいた場合は、その履歴をご記入下さい。

時期 [ ]年 ( 改築 増築 改装 ) 内容

時期 ]年 ( 改築 増築 改装 ) 内容:[ 

時期 〕年 ( 改築 増築 改装 ) 内容 [ 

時期 ]年 ( 改築 増築 改装 ) 内容

時期 〕年 ( 改築 増築 改装 ) 内容

問 3. 利用者に関する項自をお聞きします。

1)年間宿泊客数及び客室稼働率について、お答え下さい。

年間宿泊者数.[ 人 年間客室稼働率:[ ] % 

2)繁忙期の宿泊客数及び客室稼働率について、お答え下さい。

繁忙期:[ 月 信泊者数:[ 

3)関散期の指治客数及び客室稼働率について、お答え下さい。

閑散期:[ 月 宿泊者数:[ 

4)外国人宿泊客と日本人宿泊客の構成比をお答え下さい。

外国人福 泊客:日本人宿泊客ニ]: [ 

5)宿泊客の平均詔治自数をお答え下さい。

宿泊客全体:[ 日 外国人宿泊客:[ 

客室稼働率 ]%  

客室稼働率 ]%  

]日 呂本人語泊客:[ ]日
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(問 3つづき)

6)日本人福治客について、お額きします。

ア)宿泊客数の多い上位 3地域について、地域名とその割合をお答え下さい。

①地域名:[日本人宿泊客数全体 に 占 め る 割 合 J%
②地域名:[ 

③地域名:[ 

]日本人宿泊客数全体に点める割合[

]日本人宿泊客数全体に占める割合[

イ)宿泊客の利用自的について、その構成比をお答え下さい。

観光自的 ビジネス目的=[ ] : [ 

J% 
]%  

ウ)r空港利用の前泊・後治Jを自的とした手IJ用が、日本人宿泊客全体に占める割合をお答え下さい。

エ)宿泊客の利用形態について、その構成比をお答え下さい。 個人客:@1体客=[ ] : [ 

オ)寵泊客の予約方法について、その構成上とをお答え下さい。

電話や FAX、公式 HPからの予約:宿泊予約サイトからの予約:旅行会社を介した予約

= [ ] : [ 

7)外国人福泊客について、お酷きします。

ア)宿泊客数の多い上位 3力畠・地域について、毘・地域名とその割合をお答え下さい。

①冨・地域名:[外菌人摺泊客数全体に占める割合 J%
②国・地域名:[ 

③国阪地域名:[ 

]外国人福泊客数全体に占める割合[

]外国人宿泊客数全体に占める割合[

イ)宿泊客の利用目的について、その構成比をお答え下さい。

観光自的.どジネス目的=[ ] : [ 

J% 
J% 

ウ) r空港のトランジットj をE的とした利用が、外国人語治客全体に占める都合をお答え下さい。

エ)諸外国からの団体ツアー客を受け入れていますか。( いる ・ いなし¥ ) 

「し、るJとお答えいただいた場合は、次の項目をお答え下さい。

a) 受け入れを開始した時期:[ 年

b) ツアー客の主な発地:(罰・地域名) [ 

オ)宿泊客の利用形態について、その構成比をお答え下さい。 儲 人 客 ・ 団 体 客 = [ ・ [

力)宿泊客の予約方法について、その構成比をお答え下さい。

電話や FAX、公式 HPからの予約:宿泊予約サイトからの予約:旅行会社を介した予約

= [ J : [ 

8)航空会社の乗務員による利用はありますか。( ある ・ ない ) 

fあるj とお答えいただいた場合は次の項巨をお答え下さい。

ア)利用している航空会社数:[ 社

イ)主な航空会社:(会社名) [ 

9)宿泊による利用以外について、お額きします。

ア)ブライダルの年間実施件数及び利用者の居住地(商圏)をお答え下さい。

年間実施件数:[件利用者の居住地・[

10)宴会・会議事l用の年間実施件数及び主な利用者屠や利用内容をお答え下さい。

年間実施件数:[ 件 利用者層・内容 [ 

2/3ページ
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間 4. サービスや営業活動についてお聞きします。

1)施設内の外盟語表記について、整備されている言語を選ぴ、整構した時期・内容をお答え下さい。

英語:( ある ‘ ない )整備時期:[ 年 内容:[ 

中爵諾(簡体字): (ある ・ ない)整構時期:[年内容

中国語(繁体字): (ある ・ ない)整構時期:[年内容

韓国語:(ある ・ ない)整嬬時期:[年内容:[ 

タイ語:(ある ・ ない)整構時期:[ 

ドイツ語:( ある ・ ない)整犠時期:[ 

フランス諾:( ある E ない )整備時期・[

]年内容:[ 

] 年 内 容 :[ 

〕年内容:[ 

2)ホテルパスについて、お関きします。

ア)ホテルパスの運行を行っていますか。( 無料で運行 ・ 有料で運行[ ]円 していない ) 

(いずれかに0)

共同運行をしている場合は共開運行先をご記入下さい。

イ)ホテルパスのルートをご記入下さい。

3)成缶市作成の f成田市観光ガイド、Jを設置していますか。( はい ・ いいえ ) (いずれかに0)

4) 成田市及びその崩辺地域の観光晴報について、独自に観光情報を提供していますか。

( 毘本人向けに提供 鑑 外国人詞けに提供 ・ 提供はしていない ) (当てはまるもの全てに0)

5)訪沼観光における外冨人観光客の誘客活動について、糞施設が行っているものがあればご記入下さい。

一一一一一一一一一一一一一 J

6) 盟内観光における観光客の誘客活動について、貴施設が行っているものがあればご記入下さい。

r 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 i

一一一一一一一_...1

*ご協力ありがとうございました。

ζのアンケート認査によって得られた情報は、本研究の論文作成にのみ使用され、他の用途に

使用されることはありません。また、個人や団体が特定される形での記述及びデータの使用は

一切ありません。

ご不明の点がありましたら、お手数ですが下記連絡先までご連絡下さい。

千305-8572 茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学総合研究棟A

生命環境科学研究科地球環境科学専攻 人文地理学研究室成田地域調査観光グループ

グループ代表 :0000(000心000-0000)
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2008 1~ニ O月 011

成田市経済部観光プロモーション諜 塙越千里様

このJ3tはお忙しい折、調査にご協力いただきまして誠にありがとうごぎいます。 2008年 10)1 31 

1=1の成田市経済部観光プロモーション551 痢越千里様へのインタピューに向けての質問事項につい

てご連絡いたしますc

私たちは、 成lilrt'iの観光政業を大テーマとして、 「臨空産業sEJ、 「印巾f~戸1剖IJ 白前j有îI川刑iド阿町i臼町I円]

査してまいりますo I縮空産業成の1Vf ~tの問的は 11武田空港周辺やfllJí jíJ lllT)古Jj立の観光産業(ホテル・駐

車場等)がどのように発展を遂げたかについて、行政・空港・企業の取り紐みや空港利用者の特徴カミ

ら I~'J らヵ、にすること J です。 一方、 1[ヨlil;JIjlIrj日EJ の研究の iヨ的は「門前IIlTが新Jl労寺や観光客との関わ

りによってどう変化してきたかについて考察すること Jです。

そこで、堀J也子'1":保より以|ての点をご教授いただきたくお願い申し上げます。

①{成I!lFt!における観光の概要] 成田空港の建設により成田への観光客がどのように変化したかにつ

いてご、教ぷいただけますようお願いいたします。経年1'1守な比較のi探のデータとしまして、観光客数、

初指客数、交通機関月IJ来訪者数など、の推移についてお教えいただきたく存じます。

(lJ[観光地としての成 IJII L!新勝寺}成田市の観光における新JJ9y#Çの重野t.~t:や、市と新j勝寺との関係など

をお捌かせいただきたく思います。また、参道の交通の整備や景観の保存など、新勝寺門前への事業

などについて、ご教示u易りたく存じます。

③{観光ブ。ロモーション諜の取り組みについて} 観光プロモーション諜傑は、いつ、どのような活動

をされていますか。こ、教授願います。

(i)[観光イベントについて] 成1l1jli内の観光イベントは、いつ、だれが、どのように行っているかに

ついてお教え闘います。

⑤{タトII{J人旅行存・トランジット客について] 成問fli観光協会様では、どのような外国人旅行客対策

を行っていますか。また、外国人旅行客がどのようなれ二動をとっているか、どこを訪れるかについて

こイ子知で‘したらご教J受版います。

⑤[ホテル・)!jli:1王1ゆなどの観光関連産業の現状} 成1:1'1 市内のホテノレ・駐車場ーの歴史やJJiI.~犬についてお

教えください。また、ホテノレ・駐車場の組合や雄設、観光開Jlliの組織の紹介等をお頗し、します。なお、

成11リ1/(cft'M組合とは、アポイントメントが取れています。

⑦ [J或i丹市を含めた広域主jわ!とについて] 成田市は 1t主|際観光モデル地区Jに選定されておりますが、

これに t3~J して今までの経過と現状についてご教示をお願いいたします。また、レトロパスや観光パス
などの事業の経過と現状のご教慢をお願いします。この他、広域観光への取り組みについてご、存知で

したらお教えください。

以 1:、お忙しいところ恐縮ですが、ご検討し、ただければと存じます。なお、当日の参加者は、 3名(鈴

木・長以.p可1+1)でお向いいたします。また、お{号し吋ーる当日 (10月 311=1)は宜しくお願いいたします。

※ご不明な点がございましたら、お手数ですが、代表者鈴木富之(TEL:OOO-OOOO四 0000)までごJili絡をお

似し、し、7こします。

筑波大学大学院 生命環境科学研究科 地球環境科学専攻

鈴木富之，長坂幸俊(臨空産業班) 西田あゆみ(門前町ー班)

筑波大学生命原境研究科教授 fIl~ホ i丸山下情海

[連絡先} 代表者:鈴木富之(抗生)

携帯番号:000-0000・0000 住所:茨城県つくば市天王台 1-1-1総合研究税A

郁子E先:ムムム旅館 CTEL:OO-OOOO，滞在期間:2008年 10月 26日'"'-'11月 11::1早朝j)
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成 田 市 観 光協会御中

先日 (10J~ 24 1])、開き取り調査の依頼に関するお議話をさせていただきました筑波大学・

技生の鈴木富之と!ej:Jします。この度はお忙しい折、調査にご|お)]いただきまして誠にありがとう

ございます。

まず、観光協会様への開き取り調査の質問事項についてご述絡いたします。私たちは、 )J文I=s1"1干

の観光産業を大テー?として、 r1臨空産業斑J、r1"FJ l'!iTIIlT却EJの 2J~Eに分かれて調査してまいりま

す。 i臨宅産業.E)Iの研究の日的は rJj文!壬i空港周辺や131eJr~íj III日向辺の観光産業(ホテノレ・駐車場々下)が

どのように発展を遂げたかについて、行政・空港・企業の取り品11みや空港利用者ーの特徴から 1~1 ら

かにすること Jです方、 rfll'J前IBTHEJの研究の目的は rpl対iJlUTが新JJ91キとの関わりや観光客

との I~~わりによってどう変化してきたかについて考察すること j です。

そこで、成田市観光協会様より以下の点をご教授いただきたくお願いヰiしL:げます。

①[成田市における観光の概要] 成田市の観光について、観光客数がどのように変化してきたかをご

説明いただきたく存じます。また、成田空港の建設以降の変牝やそれに{、れ、1)'1伎やその他機関と、

どのように連携を取ってわったかなど、対応策などをお聞かせいただきたく存じます。

② [111印刷JTのハード IIiIの整備] 参道の交通の整備やjit観の保存など、新IJ持制11]J'!iiIIJTにおけるハードJ(ri

の事業などについて、ご教示Jl易りたく存じます。

③[成田市観光協会の取り副iみについてi 成田市観光協会様は、いつ、どのような活動をされていま

すか。ご教授阪います。

8)[観光イベントについて} 成問市内の観光イベントは、いつ、だれが、どのようにわーっていますか

についてお教え阪います。

⑤[外国人旅行客・トランジット容について] 成¥+1観光協会械では、外凶人旅行客対策にどのような

ことを行っていますか。また、外国人旅行客がどのような行動をとっているか、どこを訪れるかにつ

いてご存知でしたらご教授願います。

つぎに、 13;(1き取り調査の日程ですが、 下記候補のうらのご都合のよい11寺l首相:をお選びください。

⑨10月 27自午前、②10月 29日午前、③10月29毘午後 3:30、④10月30日午後、⑤10月

31日午後

大変お手数で

くお版いいたします。以以、」上上二二J、お忙しいところ恐桁縮;でで、すが、ご検討し 1ただければと存じます。なお、

当日の参加者は、 3~I (鈴木・長坂・橋本)でお伺いいたします。

筑波大学大学院 生命環境科学研究科 地球環境科学専攻

鈴木宿之，長坂幸俊 (1臨空産業政) 橋本|出子(門前urr班)

筑波大学生命環境研究科 教授 111林 1:!fl，11IT1iJ相互

[連絡先i 代表者鈴木富之 (j民生)

携幣番号 000・0000明0000 住所 茨城県つくば1'11天王台 1-1汀総合研究棟 A318

汚il:在先:ムムム旅館 (TEL:OO・ 0000，滞在期間:2008 11三 10 月 26 日 ........11 月 1 日中.~y])
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